

















































































































































































































































































































































































































































































































































1977.4 ・ 朝日新聞（日曜全国版）紹介 1977.7　「手づくりのパネルシアター」（大東出版社）
1978 1978.7　「パネルシアターのうた第２集」（大東出版社）























1993.3 ・ 淑徳保育専門学校　退職 1993.7　「楽しいパネルシアター」（大東出版社）
1994 1994.7　「ブラックパネルシアター」（アイ企画）















2004 ・ 淑徳幼児教育専門学校　学術顧問となる 2004.7　「パネル仏教説話３本」（鈴木出版）
2004.7　カラーパネル「野菜果物大好き」「足跡さがせ」
（メイト）




















2012.3 ・ 淑徳幼児教育専門学校　学術顧問退任 2012　カラーパネル「はたけのお花」（大東出版社）
※1973年パネルシアター誕生以降の年表は、古宇田の出講大学と出版物中心に記述
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